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SW SYSTEM SW-900 回転収納プラン SW SYSTEM SW-900 回転収納プラン
施 工 ガ イ ド

■開き戸パネルの位置調整

●前後調整
上部ベースと下部ベースの、枠に向かって左側
面にある調整ねじを回します。

インパクトドライバーは使用しないでください。

●左右調整
上部本体と下部本体の、木口面にある調整ねじ
を回します。

●上下調整
下部ベースのピボット部の調整ナット（対辺
11mm）を、専用スパナで回します。

インパクトドライバーは使用しないでください。

手前に3mm

手前に
3mm

奥に3mm

奥に3mm

枠

下部ベース

上部ベース

下部ベース

枠

固定ナット（下）

ピボット部 専用スパナ

①

調整ナット（上）

①固定ナット（下）を緩めます。

固定ナット（下）

③

③固定ナット（下）を締め付けます。

②調整ナット（上）を回し、上下調整をします。

※図は、上部ベースがツバ付きの場合

専用スパナ

専用スパナ

②

■引戸パネル、収納パネルの位置調整
SW-901の場合
●上下調整

●吊りピッチ調整

①カバーを外し、ドライバー
で下のねじを回すと上下
調整ができます。

SW-950の場合
①ホルダー部の上のねじを回す

と吊りピッチ調整、下のねじを
回すと上下調整ができます。

上下調整ねじ（±3.5mm）

吊りピッチ調整ねじ（±3.5mm）

広く

上
下

狭く

上下調整ねじ
（±3.5mm）

上
下

①六角レンチでナットを緩めます。 ②中央のねじを緩めると吊りピッチ調整が
できます。

③調整後、ナットとねじを締めなおします。

調整後は、必ず締めなおしてください。

吊りピッチ調整（±4mm）

緩める
ナット

六角レンチ 対辺2.5
※添付されていません。

締める
ねじ

緩める 締める

インパクトドライバーは使用しないでください。
※調整時にパネルを持ち上げると、調整をしやすい場合があります。

吊りピッチ

操 作 方 法
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■SWボトムタイトの操作方法

■SWボトムタイト
　シャッターの垂れ下がり調整

シャッター

操作ツマミ

調整ツマミ

シャッター

本体

上がる

下がる

調整ツマミ

シャッターが
上がる

シャッターが
下がる

■引戸パネル、収納パネルの操作方法について

パネルを移動させたい方
向へ加圧（引き込む、また
は押し込む）します。

レールのT型継ぎは、左右兼用と
なっているため、吊り車がT型継
ぎを通過する際は、パネルの進行
方向に従って走行します。
吊り車の軸部分がT型継ぎの交
点にあるときに、パネルを移動さ
せたい方向へ加圧（引き込む、ま
たは押込む）することでパネルは
その方向へ進行していきます。

T型継ぎ

①操作ツマミを下ろすと、フランス落しのシャフトが下り、
坪受位置でパネルが固定されます。

②さらに操作ツマミを下ろすと、シャッターが下ります。

ご注意

ご注意

ご注意 ご注意

①パネルからSWボトムタイト本体とシャッター
を外します。

②本体の調整ツマミを回して、シャッター先端
の垂れさがりを調整します。
調整ツマミを上に回すと上がり、下へ回すと
下がります。
※パネルを吊ったまま調整はできません。

製品紹介 289～293 製品紹介 289～293

奥に3mm

手前に3mm

奥に3mm

手前に3mm

下部本体

上部本体

あわせて、289ページの
もご確認ください。 

ご注意

軸
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